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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 82,662 ― 4,571 ― 4,641 ― 2,501 ―

20年3月期第3四半期 78,926 △5.4 4,421 △30.1 4,573 △28.3 2,587 △28.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 65.41 58.67
20年3月期第3四半期 63.59 57.42

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 66,972 44,244 61.5 1,076.49
20年3月期 71,047 42,436 55.5 1,031.48

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  41,171百万円 20年3月期  39,449百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 8.00 ― 12.00 20.00
21年3月期 ― 9.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 11.00 20.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 129,000 7.4 7,750 1.8 7,900 1.4 4,400 1.7 115.03

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 ・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 ・上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の変化等によ
り、上記予想数値と異なる場合があります。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  41,112,324株 20年3月期  41,112,324株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  2,866,348株 20年3月期  2,867,149株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  38,250,126株 20年3月期第3四半期  40,692,718株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、金融危機に端を発した世界規模での急激な景気後退

により、わが国においても企業収益及び設備投資の減少、個人消費の低迷等、実体経済への波及から景

気は後退の局面を迎えております。 

情報通信分野では、フルＩＰネットワークの構築に向けて、サービスが開始されたＮＧＮなどのブロ

ードバンド化、ＷｉＭＡＸ及びＬＴＥ（3.9 世代）に向けてのモバイルマルチメディア化の流れが、こ

れらサービスの融合化と相まってサービスや料金を始めとするキャリア間の熾烈な競争下で、さらに加

速されております。 

当社グループのコアとなるモバイル事業（モバイルネットワークソリューション）を中心に体制整備

を図り、新たな市場開拓を積極的に進めた結果、当第３四半期累計期間の連結の経営成績につきまして、

受注高は913億８千２百万円（前年同期比2.0％増）、完成工事高は826億６千２百万円（前年同期比4.7％

増）となりました。 

損益面につきましては、モバイル事業を中心に売上増と原価低減の施策を進めておりますが、新たな

社内基幹システムの導入などにより施策経費及び減価償却費が増となったことから、営業利益は45億７

千１百万円（前年同期比 3.4％増）、経常利益は 46 億４千１百万円（前年同期比 1.5％増）、四半期純利

益は25億１百万円（前年同期比3.3％減）となりました。 

 

（事業の種類別概況） 

①ＮＴＴネットワークエンジニアリング 

受注は一般総合工事が順調であったものの、サービス総合工事が遅れ気味に推移したことか

ら、受注高は279億５千８百万円（前年同期比2.0％減）、売上高は257億４千７百万円（前年同

期比2.4％増）となりました。 

 

②モバイルネットワークソリューション 

周波数再編への対応及び通話品質の向上に向けた設備建設など、モバイルサービスの促進と充

実に向けた堅調な設備投資が持続するなか、新たな市場開拓を積極的に進めた結果、受注高は469

億３千３百万円（前年同期比 7.7％増）、売上高は 431 億３千８百万円（前年同期比 11.4％増）

となりました。 

 

③ＩＴソリューション 

企業の収益及び設備投資の減少などにより、金融、製造を始めとする一般民需市場が停滞気味

に推移したことから受注高は75億３千万円（前年同期比4.6％減）、売上高は68億４千６百万円

（前年同期比2.2％増）となりました。 

 

④総合設備エンジニアリング 

選択と集中による取り組みの結果、受注高は89億５千９百万円（前年同期比6.8％減）、売上

高は69億３千万円（前年同期比17.3％減）となりました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、繰越工事の増加により未成工事支出金等が増加したもの

の、受取手形・完成工事未収入金等が減少したため、前連結会計年度末に比べ40億７千５百万円減少し

669億７千２百万円となりました。 

 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、主に支払手形・工事未払金等の減少により前連結会計年

度末に比べ58億８千４百万円減少し227億２千７百万円となりました。 

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、利益剰余金の増加により前連結会計年度末に比べ18億

８百万円増加し442億４千４百万円となりました。 

 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

今後のわが国経済は世界的な景気後退の影響を受け、さらなる景気の悪化が懸念されており、企業の

収益及び設備投資の減少並びに公共投資の低迷などにより、当社グループにおいても一般民需や官公需

を始めとして厳しい事業環境が予測されます。 

このように今後は厳しい経済情勢が見込まれておりますが、情報通信分野においてはＮＧＮ（次世代

ネットワーク）サービスが開始され、またモバイルでは堅調な設備投資が持続し、サービス多様化、品

質向上など第３世代携帯電話のサービスの進化が期待されており、今後のフルＩＰネットワークの構築

と相まって、固定・移動及び通信・放送の融合がキャリア間の熾烈な競争下で展開されるものと想定さ

れます。 

当社グループといたしましては、「ＩＴエンジニアリング＆サービス会社」への転換を推進し、ブロー

ドバンド、モバイル、ＩＴの各分野において企画・折衝から設計・建設、保守・運用をトータルにサポ

ートし、ユーザ設備の分野を含めた受注拡大に努めるとともに、当社グループの効率性・生産性を高め、

お客さまの期待にお応えし、収益力・競争力の維持向上に努めてまいります。 

通期の連結業績予想につきましては、現時点においては、平成 20 年５月 14 日に公表した業績予想を

変更しておりません。 

 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 
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②繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定して

おります。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更 

①四半期財務諸表に関する会計基準等の適用 

「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第12

号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企

業会計基準適用指針第 14 号）を第１四半期連結会計期間から適用しております。また、「四半期連結財

務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 18 年７月５日 企業会計基準第９

号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）に変更しております。これに伴う、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益に与える影響は軽微であります。 

 

③リース取引に関する会計基準の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最

終改正平成19年３月30日 企業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企

業会計基準委員会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第16号)

が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができるこ

とになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を早期に適用し、通常の売買

取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資

産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用して

おります。 

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

これに伴う、リース資産計上額、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。 

 



５．四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年3月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 12,729 12,089

受取手形・完成工事未収入金等 16,284 27,975

有価証券 4,333 3,342

未成工事支出金等 11,959 7,283

繰延税金資産 662 660

その他 1,381 706

貸倒引当金 △58 △20

流動資産合計 47,292 52,038

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 2,888 2,736

土地 8,079 8,081

建設仮勘定 933 237

その他（純額） 1,258 1,327

有形固定資産合計 13,160 12,383

無形固定資産   

のれん 57 73

その他 1,727 1,815

無形固定資産合計 1,784 1,888

投資その他の資産   

投資有価証券 2,883 2,835

長期貸付金 127 136

繰延税金資産 448 442

その他 1,725 1,842

貸倒引当金 △451 △520

投資その他の資産合計 4,734 4,736

固定資産合計 19,679 19,009

資産合計 66,972 71,047
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年3月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 9,142 15,781

短期借入金 340 280

1年内償還予定の転換社債 6,752 －

未払法人税等 766 667

未成工事受入金 1,574 767

工事損失引当金 137 101

役員賞与引当金 56 93

完成工事補償引当金 16 9

その他 1,857 2,064

流動負債合計 20,644 19,766

固定負債   

転換社債 － 6,752

長期借入金 2 2

繰延税金負債 9 17

退職給付引当金 1,506 1,510

役員退職慰労引当金 419 420

負ののれん 69 90

再評価に係る繰延税金負債 49 49

その他 27 2

固定負債合計 2,082 8,844

負債合計 22,727 28,611

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,610 5,610

資本剰余金 4,053 4,058

利益剰余金 33,744 32,045

自己株式 △2,300 △2,301

株主資本合計 41,108 39,413

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 169 141

土地再評価差額金 △105 △105

評価・換算差額等合計 63 35

少数株主持分 3,073 2,987

純資産合計 44,244 42,436

負債純資産合計 66,972 71,047
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(2)四半期連結損益計算書 
(第３四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

完成工事高 82,662

完成工事原価 71,200

完成工事総利益 11,461

販売費及び一般管理費 6,890

営業利益 4,571

営業外収益  

受取利息 50

受取配当金 59

負ののれん償却額 21

不動産賃貸料 45

その他 52

営業外収益合計 230

営業外費用  

支払利息 98

貸倒引当金繰入額 40

その他 21

営業外費用合計 160

経常利益 4,641

特別利益  

固定資産売却益 0

投資有価証券売却益 3

保険解約返戻金 84

特別利益合計 88

特別損失  

固定資産除却損 20

投資有価証券評価損 87

特別損失合計 107

税金等調整前四半期純利益 4,622

法人税等 2,006

少数株主利益 114

四半期純利益 2,501

大明㈱（1943）　平成21年3月期　第3四半期決算短信

－ 7  －



大明㈱（1943）平成 21 年 3 月期 第３四半期決算短信 

- 8 - 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14

日 企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員

会 平成 19年３月 14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 

（３）継続企業の前提に関する注記 

 

  該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

  該当事項はありません。 
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【参考資料】 

前年同四半期に係る財務諸表 

（１）四半期連結損益計算書 

   （単位：百万円） 
前第３四半期連結累計期間 

  （自 平成１９年 ４月 １日 

   至 平成１９年１２月３１日） 科  目 

金  額 
Ⅰ 完成工事高 78,926

Ⅱ 完成工事原価 68,458

完成工事総利益 10,468

Ⅲ 販売費及び一般管理費 6,046

営業利益 4,421

Ⅳ 営業外収益 284

 受取利息 56

 受取配当金 72

 負ののれん償却額 37

 不動産賃貸料 37

 その他 80

Ⅴ 営業外費用 133

 支払利息 101

 有価証券償還損 9

 その他 22

経常利益 4,573

Ⅵ  特別利益 91

 固定資産売却益 1

 貸倒引当金戻入額 55

 保険解約返戻金 35

Ⅶ 特別損失 17

 固定資産除却損 17

 投資有価証券評価損 0

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 4,646

法人税、住民税及び事業税 1,911

少数株主損益 147

四半期純利益 2,587
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（２）種別完成工事高及び受注高等（連結）  

(単位：百万円) 

前第３四半期連結累計期間

平成20年３月期 

第３四半期 

当第３四半期連結累計期間

平成21年３月期 

第３四半期 

増  減 （参考）前連結会計年度

（平成20年３月期）
期   別

 

区    分 金  額 構成比 
（％） 金  額 構成比 

（％） 金  額 増減率 
（％） 金  額 構成比

（％）

ＮＴＴネットワークエンジニアリンクﾞ 5,211 27.2 6,843 29.4 1,632 31.3 5,211 27.2

モバイルネットワークソリューション 10,588 55.2 12,494 53.7 1,906 18.0 10,588 55.2

I T ソ リ ュ ー シ ョ ン 1,755 9.1 1,920 8.3 164 9.4 1,755 9.1

総合設備エンジニアリング 1,624 8.5 1,997 8.6 372 22.9 1,624 8.5

前

期

繰

越

高

合    計  19,180 100.0 23,255 100.0 4,075 21.3 19,180 100.0

ＮＴＴネットワークエンジニアリンクﾞ 28,538 31.9 27,958 30.6 △579 △2.0 38,089 30.7

モバイルネットワークソリューション 43,567 48.6 46,933 51.4 3,366 7.7 61,561 49.5

I T ソ リ ュ ー シ ョ ン 7,896 8.8 7,530 8.2 △366 △4.6 11,136 9.0

総合設備エンジニアリング 9,613 10.7 8,959 9.8 △654 △6.8 13,445 10.8

当

期

受

注

高

合    計  89,616 100.0 91,382 100.0 1,765 2.0 124,232 100.0

ＮＴＴネットワークエンジニアリンクﾞ 25,134 31.8 25,747 31.1 612 2.4 36,457 30.3

モバイルネットワークソリューション 38,712 49.1 43,138 52.2 4,426 11.4 59,654 49.7

I T ソ リ ュ ー シ ョ ン 6,699 8.5 6,846 8.3 146 2.2 10,971 9.1

総合設備エンジニアリング 8,380 10.6 6,930 8.4 △1,449 △17.3 13,072 10.9

完

成

工

事

高

合    計  78,926 100.0 82,662 100.0 3,735 4.7 120,156 100.0

ＮＴＴネットワークエンジニアリンクﾞ 8,615 28.8 9,055 28.3 439 5.1 6,843 29.4

モバイルネットワークソリューション 15,444 51.7 16,290 51.0 846 5.5 12,494 53.7

I T ソ リ ュ ー シ ョ ン 2,952 9.9 2,604 8.1 △348 △11.8 1,920 8.3

総合設備エンジニアリング 2,857 9.6 4,026 12.6 1,168 40.9 1,997 8.6

次

期

繰

越

高

合    計  29,869 100.0 31,975 100.0 2,106 7.1 23,255 100.0

 

 


